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のでは B.W.Hartmanjj, Urban Sociology : Systematic Introduction, C.B.K, Urban 

























 本論文の口述試験は 2018 年 1 月 18 日に実施された。そこで出された質問は以下である。
①各種統計資料の接合処理の方法如何？ 
②P.84表 5－1中、都市特殊用地のｔ値 101.6899の意味は何か？ 
③明確な都市化の概念定義は？ 
④農地使用権の産権化が実現しているがその土地の都市化に際していかなる考慮をしたか、問
題はないのか？ 
⑤農村土地の都市化政策と環境保護政策の関連如何？ 
⑥都市化に組み入れられた後の土地利用内容の変化を追うべきではないか？ 
これらに対する論文執筆者の回答は概ね以下の如くであり、基本的に了承された。 
①各種統計資料は元数字の段階で、調査年次、調査地、調査方法がほぼ差異がなく、統計分 
析に耐えうるデータである。 
②都市特殊用地１㎡は 101．6899 ㎡の耕地を必要とする意味であるが、そもそも荒蕪地耕地
でも用途的に問題ないことと関連している。 
③都市化概念は学術的規定を A.Serdaによって与えられているが、中国政府の政策用語に従っ
 
 
ている。 
④この点は敏感な問題を含むが、法にもとづく収用がなされるとはいえ農民の権利との問題が
ある場合もある。 
⑤大きな問題である。この点は地方政府の姿勢により差がある。 
⑥今回の研究は、そこまで入り込んでいないが今後の研究課題としたい。 
 
本論文の審査判定 
 口述試験後、審査委員は本論文の意義、問題点、口述試験の内容等について審議した。 
その結果、上記の研究成果を評価し、本論文を本学博士学位（学術）に認定することとした。 
 
 
以 上 
